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ん医療に携わる医師および QOL・QOC 評価の研究者 7 名により検討した。「がん患者の療養生
活の質に関する質問票」の妥当性・信頼性、関連要因検討のための調査として、国立がん研究セ
ンター東病院の外来患者 329 人、入院患者 239 人に対する質問紙調査を実施した。調査項目は、
「がん患者の療養生活の質に関する質問票」、 the Functional Assessment of Cancer 
Therapy-General (FACT-G) ver. 4.0 日本語版、Cancer Care Evaluation Scale 患者短縮版
(CCES)、人口統計的・医療的背景とした。加えて、結果の解釈可能性検討のために、インター
ネットによるがん患者 630 人を対象としたモニター調査及び、東北大学病院の外来患者 18 名、




の結果、QOL 項目は、身体・精神的状態、機能的状態の 2 ドメイン、QOC 項目は 1 ドメイン構
造を示した。内的整合性について、「がん患者の療養生活の質に関する質問票」全体のクロンバ





の関連が予想されるドメインまたは合計得点と r=0.4 以上の中等度の相関を示した。QOC の項
目は、CCES の関連が予想される項目と rs=0.4 以上の中等度の相関を示した。再テスト信頼性に
ついて、質問票全体の合計点の ICC は、外来が 0.79、入院が 0.89 であった。 
 「がん患者の療養生活の質に関する質問票」の関連要因について、単変量、多変量分析の結果、
QOL 項目は、身体活動度の低い患者でより QOL が低く、外来患者では、治癒後の定期的な検査
通院中である患者でより QOL が高かった。QOC 項目は、外来患者で、治癒告知を受けている患

















養生活の質を QOL と QOC の 2 側面から評価することが可能である。がん患者の療養生活の質
に関する質問票は、少ない質問項目で QOL と QOC を評価できるため、大規模調査において有
用と考えられる。本研究で得られた知見をもとに、今後、受療行動調査の結果を適切に解釈し、
公表していくことは、我が国の今後のがん医療政策にとって重要なことである。 
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